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埼玉県 春日部市

三州製菓株式会社

社長 斉之平 伸一
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1. 会社概要

2. 「女性活躍」

3. 「シニア活躍」

4. 全員が活躍できる経営
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 松下幸之助 「モノをつくる前に 人をつくる」

 衆知を集めた全員経営。

 渋沢栄一 「人を中心にした経営」

 ピーター・ドラッカーが賞賛。

 日本には、人を大切にする経営が古くから根付いている。

 長時間残業を無くす等 働き方改革は日本型経営の原点に
返る改革。

 もともと日本には石油など物的資源が乏しい。狭い国土とい
う制約条件。日本が発展できたのは、人的資源を大切にした
から。

 働き方改革を通じて再び成長軌道に。
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 三州製菓 働き方改革は職場風土の改革と位置づけ。

 日本 稲作農業が長く続いている。 日本の強みは チームワ
ーク。トヨタ自動車のカイゼン活動。

 しかし 都市化により個人主義。 強味であったチームワーク
が弱体化。 助け合いお互い様の支援型職場風土をつくる。

 制度を作っても 職場風土が変わらなければ制度が活用され
ない。

 三州製菓 職場風土の改革を重要視。

 一人三役 一善活動などで助け合い お互い様の役立ちあう
職場風土を職場につくってきた。

 残業削減 勤務の継続。

 二人の募集で３００人が応募。
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【社志】
すべてのものを真に活かす。

【社訓】
経営姿勢
１．人が真に活きる経営を追求する。
２．事業目的に基づいたビジョンを明確にする。
３．常に研究を進め、特長ある商品を創造する。
就業姿勢
１．お客様の満足を追求する。
２．仕事を通じて人格と能力の向上をめざす。
３．社内外に役立ち合う関係を築く。

【事業理念】
生活に心の豊かさを添える菓子をつくる。
事業指針
１．高級品を満足される価格で提供する。
２．自然の素材を活かした、おいしく、健康に良い菓子をつくる。
３．自然環境の保全に配慮した商品と生産方式を採用する。
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 私たちは、菓子製造業者の使命として、安全な
 お菓子を提供することを誓います。

 １．人体に害を与える可能性のある原材料は

一切使用しません。

 ２．作業工程の全てにわたって、安心・安全を追求しま

す。

 ３．人体に害を与える可能性のある菓子は、

一切出荷しません。
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抜擢は実力主義とし、年令、性
別、実績、学歴、国籍、障害に関
係なく、意欲ある者にチャンスの
道を開く。
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1.法律を守る。

2.うそをつかない。

3.企業倫理を守る。
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役員および幹部が、企業理念および

事業計画書に記載されている方針に

反することを言い、また、行動をとった

時は、社長宛に質問書を出して下さ

い。

２週間以内にお答えします。
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1
1

エステラス （第２工場１階）

融合
1. 和菓子と洋菓子の融合
2. お客様と生産者の融合
3. 多様な人々の融合

多目的スペース：和洋菓子
専門店、自然食カフェ、農産
物直売所、ギャラリー
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教育・福祉への貢献
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【渋沢栄一翁の学習】

小学
校

中学
校

高等学校

埼玉県
キャリア教育
実践アワード
最優秀賞
受賞

【小学校田植え体験】 【小学校手焼き体験】

児童養護施設「子供の町」理事長

餅つき体験

「子供の町のための
園遊会」
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APEC女性活躍
推進企業 50選

経済・技術協力運営委員会（SCE） 女性と経済に関する政

策パートナーシップ（PPWE）

2014年 11月
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Sanshu Seika Co Ltd （三州製菓株式会社）
三州製菓（Sanshu Seika Co Ltd）は 1949年創業の老舗の米 菓・生洋菓

子・焼菓子を製造販売する会社である。

お客様の 80%以上が女性であることから、商品の企画や提 案は女性が

中心となり、女性の目線から行なっている。会社 が育成した優秀な女性が

、結婚や出産を理由に辞めることは会社としても損失であり、女性がキャリアを継続

できる環境 を整えることを企業の戦略の一つに位置づけている。働く女性が出

産や子育てをしながらキャリアを継続できる仕組みと、 子育てが一段落し

た女性が再び就労し活躍できる仕組みの 構築に取り組んでいる。

女性の活躍推進に熱心に取組むため、本社にはウーマノミク スを推進し

ている組織を設置している。

男女を差別することなく、意欲があり、能力が高い者を採用し、人材育成は主に部

門横断型組織の委員会活動で行ってい る。13ある委員会のうち、5つは女

性が委員長として活躍して いる。各委員長は、担当プロジェクトを遂行する

権限や、役員 の承認がなくても予算を執行する権限を有する。

男女共同参画推進委員会では、アンケート調査や聞き取り調査を元に社員

のニーズにあった制度を作ることで女性の活躍を推進している。

同社には一人三役制度（1 人が最低 3 つの仕事を覚え、誰 もが緊急時に交

代できるしくみ）によるワーク・ライフ・バランス の推進、産休あけの女性社員のため

の、短時間制度にフレッ クスタイムをプラスした制度などがある。

女性正社員 22 名のうち 31%は有期雇用の短時間のパート 社員から無

期雇用の正社員への転換者である。 同社はキャ リアアップできる正社

員への転換を積極的に推進しており、 実際にうち 2 名はアシスタントマ

ネージャーとして活躍している。

意識の醸成や環境整備については、会社のトップが女性の 活躍推進を

会社の方針の一つとして発信していくことが重要 であるが、同社では社

長が社員に対して常に周知徹底を行 なっている。

トップから現場職員まで一丸となって、企業風土でもある「助 け合い」を

活かしながら働きやすい会社づくりに取り組んでい る。

女性が提案・開発した主要製品

(左) 揚げパスタ (右) てまり（チョコレートおかき）
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経済産業省

15

12

三州製菓株式会社

ホワイト企業 優良２５社紹介
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 経済産業省「ダイバーシティ経
営企業100選」に選出されまし
た。

経済産業省の「ダイバーシテ
ィ経営」の定義とは、 女性、外
国人、 高齢者、障害者などを含

め、多様な人材を活用してイノ
ベーションの創出、 生産性の向
上等を計る経営の事です。
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 1. 2004年11月 埼玉県男女共同参画推進事業所

 2. 2010年11月 埼玉県あったか子育て企業賞奨励賞

 3. 2010年11月 埼玉県あったか子育て先達企業認定

 4. 2013年3月 経済産業省 「ダイバーシティ経営企業 １００選」

 5. 2013年１０月 「均等推進企業部門」埼玉労働局長賞

 6. 2013年11月 埼玉労働局「子育てサポート企業（くるみん認定企
業）」認定

 7. 2014年２月「埼玉県多様な働き方実践企業」プラチナ認定

 8. 2014年11月 経済産業省「ＡＰＥＣ女性活躍推進企業５０選」(日本
５社)に選定される。

 9. 2016年4月 埼玉労働局 女性活躍推進企業 認定段階３

 10. 2016年6月 内閣総理大臣「男女共同参画社会づくり功労者」


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1. ２００４年１２月 「多様な働き方の実現に向けて」埼
玉労働局長とのシンポジウム

2. 2006年より埼玉労働局雇用均等行政推進員

3. ２０１１年１０月 埼玉版ウーマノミクスプロジェクト
推進委員会座長 知事への提言

4. ２０１３年11月 中小企業大学 なでしこ経営

5. ２０１４年７月 東京都生活文化局女性を活かして業績向上

6. ２０１４年１１月 山梨県中央会 女性活躍推進

7. ２０１５年１月 富山女性財団 女性活躍推進

8. ２０１５年２月 青森県 ワークライフバランス など
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1. 女性一人一人の潜在的能力に注目 ⇒
活かす ⇒女性の自己実現を支援。
「社訓：人が真に活きる経営を追求する。」

2. 学校で、女子生徒の高い学力、リーダーシッ
プを確認。

3. 多様化(ダイバーシティ)により、変化の激しい
経済に適応できる。

4. 女性視点での商品開発等。
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1. 労働力不足への対応。
⇒Ｍ字カーブの是正

2. 女性の収入増加による消費経済の活性化。
ＧＤＰは１５％押し上げられる。(ゴールドマンサック
ス)
キャリアの継続が無いと、子育て後、多くがパート。
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1. ポジティブアクションの推進。雇用均等推進員。

伝統的価値観「育児、家事、介護は、女性の役割」
固定的役割分担意識の改革。

2. 社会保障の担い手を増やす；

２０５０年には、生産年齢人口の低下により、現役世代
1.31人が、高齢者１人を支える社会に。
⇒男性の逆差別という声もあるが、男性にとっても大切

3. 一度しかない人生。三州製菓を選んでくれた。
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1. 人事の方針に明記。

2. 女性活躍推進組織の設置。
⇒男女共同参画委員会

3. 女性活躍推進のKPIを設定。

4. 残業時間の削減➡ 上司の許可制に。

5. 女性管理職の積極的登用。(現在25％)
（男性管理職一人昇進に女性も一人昇進のルール）

6. 女性役員比率、50％。

7. ポジティブ・アクションサイトで宣言。２０１１年６月。
◎ 女性の職域拡大
◎ 女性管理職比率35％
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1. 時間当たり成果で評価。

2. 商品企画室を全員女性に。

3. 会議で男性発言禁止タイム。

4. 営業、製造で職域拡大。

5. 正社員登用制度： 女性正社員の27％がパート社員より
登用。

6. 短時間正社員制度(育児、介護) フレックス制度。

7. 配偶者手当の廃止と子供手当の増額。

8. 在宅ワーク。

9. 一人一研究制度により女性でも使いやすい機器の開発。

10. ノー残業デー。

11. ロールモデル、メンター。

24



Copyright Shinichi Sainohira All rights Reserved.

1. キャリア継続のため、ワークライフ・バランスの推進。

2. 有給休暇取得奨励 〔取得率 ８3％〕。

3. 男性の育児有給休暇取得率100％(全国平均3％)

4. 育児短時間勤務、所定外労働の免除：小学校３年まで取
得可能に。

5. 休業中に社員へ会社や同僚の様子を伝える。

6. ジョブ・リターン制度。

7. 勤務間インターバル制度。

8. 「パパママ応援ショップ」「赤ちゃんの駅」。
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1. 一人三役制度：
助け合い、休みやすい環境づくり。

2. 朝礼で一善の発表。

3. メールアドレスの共有化。

4. スタンディング・ミーティング。

5. グループウエアでKPIなど情報共有化。
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ダイバーシティ経営の成果

27

１．若手女性社員による揚げパスタの考案
売上全体の12％を超えるヒット商品に

２．仕事のスピード化、効率化

３．高いモチベーション
埼玉県における
「働き甲斐のある会社」
GTPWより選定される
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1. 社長、役員のリーダーシップ

2. 女性活躍のKPIを毎月会議で確認

3. 推進組織の設置

4. 女性管理職の積極的登用

5. 時間当たり成果で評価

6. 外部指導機関、コンサルタントの活用

7. 女性活躍推進法に基づく行動計画の策定、届出

8. 女性の働き甲斐増進とワークライフバランスの推進を一人
ひとりのライフステージに応じて行う

9. 助け合い、お互い様の社内風土の醸成

10. 非正規従業員の正社員への登用
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 ＨＤＩ： 人間開発指数 １7位
（教育により、能力がどこまで伸びたか 長寿 所得）

 ＧII： ジェンダー・不平等指数 25位
（人間開発が男女の不平等によりどれだけ妨げられているか）

 ＧＧI: ジェンダー・ギャップ指数 １０4位

（政治・経済活動や意思決定に参加する
機会の男女格差）

 内閣府 男女共同参画白書 平成27年版
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自ら行動し、発信する

輝く女性の活躍を加速する男性リーダーの会

○私たちは、わが社の女性活躍に関する目標を設定し、達成に向けた取
り組みを 進め、その進捗状況を定期的に把握・公表し、取り組みを継続
的に改善します。
○私たちは、「女性の活躍が、わが社にとっていかに重要か」という想い
を、自らの 言葉で社会に発信します。
○私たちは、組 織に異なる視点をもたらすことがより良い 価値を生むこ
とを 発信し、わが社の男性中堅リーダーの意識変革を進めます。
○私たちが関与するあらゆる機会に女性が参加していることを確認し、そ
の重要性を 訴えていきます。


